
特別支援教育論233122110 永津　利衣 2 選択 2後期

科目の概要
さまざまな障害などにより特別の支援を必要とする児童生徒が「生きる力」を身に付け、自分らしく自立した生活を送ることができるように、児童
生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズや支援の方法などについて学ぶ。また、特別支援教育における教育課程、他の教員や
関係機関と連携しながら組織的に対応していくことについても理解し、インクルーシブ教育の実現をめざす。本科目では、社会的に自立して生きて
いく上で必要なスキル・リテラシー・教養など関する一般的知識・技能を身に付けると共に、生涯学習社会において自己の潜在能力を開発しなが
ら、職場と社会の課題解決に貢献できることをめざす（DP②⑥）。

学修内容 到達目標

① 特別の支援を必要とする児童及び生徒の特性や困難、
支援方法について学ぶ。
② 特別の支援を必要とする児童及び生徒の教育課程や校
内支援体制などについて学ぶ。
③  障がいはないが特別の教育的ニーズのある児童及び生
徒の学習上又は生活上の困難とその対応を学ぶ。

① 特別の支援を必要とする児童及び生徒の特性や困難、
支援方法について説明できる。
② 特別の支援を必要とする児童及び生徒の教育課程や校
内支援体制などについて説明できる。
③  障がいはないが特別の教育的ニーズのある児童及び生
徒の学習上又は生活上の困難とその対応について説明でき
る。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自分事として障害とその支援について考えることができる。

働きかけ力

実行力 自ら考えた支援をロールプレイの中で行い、検討することができる。

考え抜
く力

課題発見力 児童及び生徒やその保護者のニーズが理解できるようになる。

計画力

創造力 学びを基に、児童及び生徒やその保護者の個別のニーズを踏まえ、より良い支援を考える
ことできる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

他の教員や他職種に伝えることを想定して、障害の特徴や支援方法などが説明できる。

他の人の話や意見を素直に聞いたり、共感しながら思いを受け止めたりすることができ
る。

なぜ授業のルール遵守が大事なのかを考え、ルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

汐見・奈須 監修、廣瀬由美子・石塚謙二 編著『アクティベート教育学7　特別支援教育』ミネルヴァ書房
参考文献：特別支援学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説・中学校学習指導要領解説

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：教育制度論、教育原理、教育心理学、生徒指導論、教育相談に関連した教員免許取得に必要な法定科
目である。
資格との関連：栄養教諭

学修上の助言 受講生とのルール

・日頃から、特別支援教育に関するニュースに目を通すよ
うにする。
・授業の解説の中で大切だと思うことをメモする習慣をつ
ける。

・レポート等は丁寧に書き、期日を守る。
・免許資格に必要な科目であり、授業には必ず出席する。
やむを得ず欠席、遅刻・早退する場合は、本学の学則等に
則って判断する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

① 特別の支援を必要とする生徒の特性や困難、支援方法
についてについて説明できる。
② 特別の支援を必要とする生徒の教育課程や校内支援体
制などについて説明できる。
③ 障がいはないが特別の教育的ニーズのある生徒の学習
上又は生活上の困難とその対応について説明できる。

※総合評価90点以上はS（秀）、89～80点をA（優）とする

① 特別の支援を必要とする生徒の特性や困難、支援方法
についてについて説明できる。
② 特別の支援を必要とする生徒の教育課程及び支援につ
いて説明できる。
③ 障がいはないが特別の教育的ニーズのある生徒の学習
上又は生活上の困難とその対応について説明できる。

※総合評価79～70点をB（良）、69～60点をC（可）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

90

① 特別の支援を必要とする生徒の特性や困難、支援方法について理解できてい
る。
② 特別の支援を必要とする生徒の教育課程や校内支援体制について理解できて
いる。
③ 障がいはないが特別の教育的ニーズのある児童及び生徒の学習上又は生活上
の困難とその対応を理解できている。
（獲得）障害の特性の理解、障害児教育の歴史の理解、校内支援体制等の理解
40％
（活用）障害や状況に応じた支援方法を挙げる　40％
（解決）事例に合わせて支援方法を検討できる　20％

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）自分事として障害とその支援について考えることができる。
（実行力）自ら考えた支援をロールプレイの中で行い、検討することができる。
（課題発見力）児童及び生徒やその保護者のニーズが理解できるようになる。
（創造力）学びを基に、児童及び生徒やその保護者の個別のニーズを踏まえ、より
良い支援を考えることできる。
（発信力）他の教員や他職種に伝えることを想定して、障害の特徴や支援方法など
が説明できる。
（傾聴力）他の人の話や意見を素直に聞いたり、共感しながら思いを受け止めたり
することができる。
（規律性）なぜ授業のルール遵守が大事なのかを考え、ルールを守ることができ
る。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



① 特別の支援を必要とする生徒の特性や困難、支援方法
についてについて説明できる。
② 特別の支援を必要とする生徒の教育課程及び支援につ
いて説明できる。
③ 障がいはないが特別の教育的ニーズのある生徒の学習
上又は生活上の困難とその対応について説明できる。

※総合評価79～70点をB（良）、69～60点をC（可）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
科目の概要や達成目
標、評価方法につい
て、理解する。
・特別支援教育の理念
について学ぶ。

講義
Google　formによるリ
アクションペーパー
作成

ノーマライゼーショ
ン、インクルージョ
ン、合理的配慮の意味
が理解できる。

（予習）シラバスを読
み、講義の内容を理解
する
（復習）特別支援教育
に関する理念を整理す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

特別支援教育の制度に
ついて学ぶ。
（通級による指導・特
別支援学級・特別支援
学校での指導、教育課
程、自立活動）

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

特別支援教育に関する
制度について理解でき
る。

（予習）特別支援教育
に関する制度について
調べる。
（復習）特別支援教育
に関する制度について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

様々な障害の理解と対
応（１）
知的障害のある子ども
の発達と心理的特性、
学習上・生活上の困難
および教育的支援、教
育課程について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

知的障害の特徴が理解
できる。

（予習）知的障害の特
性をまとめる。
（復習）知的障害のあ
る児童及び生徒の発
達、心理的特性、学習
上・生活上の困難およ
び教育的支援、教育課
程についてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

様々な障害の理解と対
応（２）
肢体不自由のある子ど
もの発達と心理的特
性、学習上・生活上の
困難および教育的支援
について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

肢体不自由の特徴が理
解できる。

（予習）肢体不自由に
ついて調べる。
（復習）肢体不自由の
ある児童及び生徒の発
達、心理的特性、学習
上・生活上の困難およ
び教育的支援について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

様々な障害の理解と対
応（３）
発達障害（ASD）をも
つ子どもの発達と心理
的特性、学習上・生活
上の困難および教育的
支援について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

ASDの特徴が理解でき
る。

（予習）ASDの特性を
まとめる。
（復習）ASDのある児
童及び生徒に対するの
発達、心理的特性、学
習上・生活上の困難お
よび教育的支援方法に
ついてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

様々な障害の理解と対
応（４）
発達障がい（LD、
ADHD）のある子どもの
発達と心理的特性、学
習上・生活上の困難お
よび教育的支援につい
て学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

LD、ADHDの特徴が理解
できる。

（予習）LD、ADHDの特
性をまとめる。
（復習）LD、ADHDのあ
る児童及び生徒の発
達、心理的特性、学習
上・生活上の困難およ
び教育的支援について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

様々な障害の理解と対
応（５）
視覚障害のある子ども
の発達と心理的特性、
学習上・生活上の困難
および教育的支援を学
ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

視覚障害の特徴が理解
できる。

（予習）視覚障害につ
いて調べる。
（復習）視覚障害のあ
る子どもの発達、心理
的特性、学習上・生活
上の困難および教育的
支援についてまとめ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

様々な障害の理解と対
応（６）
聴覚障害のある子ども
の発達と心理的特性、
学習上・生活上の困難
および教育的支援を学
ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

聴覚障害の特徴が理解
できる。

（予習）聴覚覚障害に
ついて調べる。
（復習）聴覚障害のあ
る子どもの発達、心理
的特性及び学習の課程
についてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

様々な障害の理解と対
応（７）
病弱・身体虚弱のある
子どもの発達と心理的
特性、学習上・生活上
の困難および教育的支
援を学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

病弱・身体虚弱の特徴
が理解できる。

（予習）病弱・身体虚
弱について調べる。
（復習）病弱・身体虚
弱ののある子どもの発
達、心理的特性、学習
上・生活上の困難およ
び教育的支援について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

個別の教育支援計画と
個別の指導計画を作成
する意義及び方法を学
ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

個別の教育支援計画及
び個別の指導計画を作
成する意義及び方法が
理解できる。

（予習）個別の教育支
援計画及び個別の指導
計画について確認す
る。
（復習）個別の教育支
援計画及び個別の指導
計画を作成する意義及
び方法についてまとめ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

特別支援教育コーディ
ネーターと校内支援体
制について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

特別支援教育コーディ
ネーターと校内支援体
制について理解でき
る。

（予習）校内支援体制
について調べる。
（復習）特別支援教育
コーディネーターと校
内支援体制についてま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

関係機関（他職種連
携）や保護者との連携
について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

特別支援教育に関わる
専門職の役割について
理解できる。

（予習）保護者支援に
おける保護者の心情を
考えてくる。
（復習）他職種との連
携や保護者との連携に
ついてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

特別な教育的ニーズの
理解と対応（１）
母国語が異なる児童及
び生徒の学習上・生活
上の困難と教育的支援
および組織的な対応の
必要性について学ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

母国語が異なる児童及
び生徒の学習上・生活
上の困難や組織的な対
応の必要性が理解でき
る。

（予習）母国語が異な
る子どもの現状を調べ
る。
（復習）母国語が異な
る児童及び生徒の学習
上・生活上の困難や組
織的な対応の必要性に
ついてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

特別支援教育の歴史に
ついて学ぶ。

オンデマンド 特別支援教育の歴史の
概要が理解できる。

（予習） 特別支援教
育の歴史について調べ
る。
（復習）筆記試験に向
かうための総復習を行
う。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

特別な教育的ニーズの
理解と対応（２）
貧困が背景にある児及
び童生徒の学習上・生
活上の困難と教育的支
援および組織的な対応
の必要性について学
ぶ。

前回のリアクション
ペーパーのフィード
バック
講義
Google formによるリ
アクションペーパー作
成

貧困の問題を抱えてい
る児童及び生徒の学習
上・生活上の困難や組
織的な対応の必要性が
理解できる。

（予習）貧困について
調べる。
（復習）貧困の問題を
抱えている児及び童生
徒の学習上・生活上の
困難と教育的支援およ
び組織的な対応につい
てまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


